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実習報告（関係機関実習） 
 
学校・地域の現状を捉え，学校と地域の連携の在り方を考える 
 
 
馬場 克（教育経営探究コース：現職教員） 
 
【探究実習のテーマと設定の理由】 
地域社会や家庭環境の変化により，地域社会がもつ人間形成機能の弱体化や家庭の教育力の低下，
教育の役割分担の困難さなどの問題が指摘されている。その結果，過剰な期待を担うことになった学
校も機能障害を起こしている状況にある。このような中，学校・家庭・地域の連携・協働による地域
社会の教育力の向上が緊急の課題となっており，地域の人々が学校を中核として連携を図り，「地域の
教育力」を再構築することが模索されている。平成 27 年 12 月の中央教育審議会答申「新しい時代の
教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」では，
学校と地域がパートナーとして連携・協働し，地域全体で子どもたちの学びを展開すること，その中
で，大人も共に学び合い育ち合う教育体制を構築すること，そのために，様々な機関や団体等が連携
しネットワーク化を図り，組織的・継続的な仕組みを構築していくことの必要性が示された。加えて，
協働のためのコーディネート機能の重要性も指摘されている。このような現状から，大学院 2 年間を
通した研究テーマとして『地域連携を深めるための効果的なコーディネートの在り方を探る』を設定
した。本研究では，「学校の想いや考え，要望と地域住民等の想いや要望，提案などを調整し，効果的
な連携・協働に結びつけるコーディネート」について，「安定的に継続できるための仕組み・体制づく
りを探る」という視点を重視しつつ，学校や地域社会の実態を調査しながら探究する。そこで，探究
実習の研究テーマを『学校・地域の現状を捉え，学校と地域の連携の在り方を考える』とした。 
 
【探究実習の研究目標】 
佐賀市教育委員会・西部教育事務所が所管する小・中学校や社会教育団体への支援や指導，推進す
る社会教育にかかわる事業等の実際について学ぶ。その中で， 
① 学校はどのような課題を抱え，どのような対応・取組を行なっているのか。 
② 学校と家庭，地域はどのようなつながりをもっているのか。 
③ コミュニティ・スクールの導入など，地域連携を推進する学校では，どのような組織づくりや取
組がなされているのか。 
④ 社会教育にかかわる施設や団体，人材にはどのようなものがあり，どのような活動がなされてい
るのか。 
⑤ 学校教育に地域の力がどのように生かされているのか。 
などについて理解し，それをもとに学校と地域の連携の在り方について考えることを目標とする。そ
して，この探求実習で得た知見を，『地域連携を深めるための効果的なコーディネートの在り方を探
る』ための材料にする。 
 
【探究実習の概要】 
地域連携に関連し，以下のような実習に取り組んだ。参観や訪問，講話では，インタビュー等も行 
い，有意義な情報を得ることができた。 
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・ コミュニティ・スクールにおける運営協議会参観（Ａ中学校校区，Ｂ小学校） 
・ コミュニティ・スクールの実働組織による学校支援活動参観 (Ｃ小学校・Ｄ小学校)  
・ 佐賀市教育基本計画及び地域コミュニティについての講話（市民総参加で子どもを育てることを
目指して推進する「子どもへのまなざし運動」の内容を含む。） 
・ 「子どもへのまなざし運動」推進企業訪問 
・ Ｅ公民館訪問（まちづくり協議会の設立，地域教育コーディネーターの取組，学校や地域住民と
の連携などについての講話） 
・ 放課後子ども教室参観 (Ｆ公民館，Ｇ公民館)  
・ 地域と小学校が協働して開催する運動会の実行委員会参観 (Ｈ公民館) 
・ 地域と連携した運動会参観 (Ｉ小学校) 
・ 地域コーディネーター業務見学・講話(Ｊ小学校)，地域コーディネーター研修会参観(佐賀市) 
 
【探究実習の成果と課題】 
 本実習を通して，以下の成果を得ることができた。 
① 地域と学校が連携・協働することで，校内の環境や授業，生徒指導等の充実を図ることができる。 
地域と協働して活動をつくり上げることは，子どもの企画力，表現力，判断力，創造力，コミュニ 
ケーション力等の育成につながる。子どもの自信や自己有用感，道徳性の高まりにつながり，その 
ことが学校内の生活を落ち着かせることにもなる。また，規範意識の向上など，それぞれの学校が 
抱える課題の解決にも連携・協働が生かされていることを理解した。 
② コミュニティ・スクールや学校支援ボランティア，放課後子ども教室，まちづくり協議会，地域
教育コーディネーターなど，連携のための様々な組織や連携の形態を知ることができた。 
③ コミュニティ・スクールでの学校運営協議会と実働組織，教職員との連携，役割分担など，連携・
協働を充実させるためのシステムの在り方とその構築の重要性を理解した。 
④ ボランティア団体やサークル，各種学校，公民館，企業など，地域の中にある組織や団体が連携・
協働を図ることで，学校教育，社会教育の双方においてさまざまな効果を得られることを認識した。 
⑤ 連携・協働を通して地域住民や保護者の学校への理解が深まり，意識の変化，学校への協力へと    
つながる。そのことが，子どもたちの健全育成に大きな効果をもたらしていることがわかった。 
このように，連携にかかわるさまざまな組織とその構成，取組，効果などの実際を知ることができ
た。それらをもとに，連携を充実させるコーディネートの在り方について考え，以下の三つの点を認
識した。一つ目は，安定的・継続的な連携・協働につなげるために，地域と学校の双方にメリットが
生じる取組を企画することである。二つ目は，子どもへの想いが，その人のメリットになることも多
いため，「学校や子どもたちのために何かをしたい」といった想いもつ人材や組織を，地域の中から
見出し，連携を図ることである。三つめは，参加者がよろこびを感じ，楽しみながらできる活動，無
理を生じさせない活動にすることを意識して取組等を企画することである。 
しかし，学校によって，地域の特性，地域住民や保護者，教職員の意識，資源となる組織や人材，
連携の実際などの状況は異なる。状況によって効果的な連携の形態や運営，取組も異なってくる。所
属する学校の状況を調査，把握し，この研修で学んだ組織や取組，コーディネートのどれが適当か，
また，どのように発展させればよいかを判断しながら，2 年間の研究テーマである「地域連携を深め
るための効果的なコーディネートの在り方」を探求することが重要であると考える。 
 
